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9 9 
じめ
：その らの
村治彦
（電気通信大学歴史資料館）
マルコーニが発明し
輪 (InductionCoil)と
87-
0 4 
明冶維新による近代化後、
ブランリー（仏、 Edouard
Branly 1844-1940)の発明になるガラス
マルコーニの発明後 2
自
1. 
1 -1 
(1859-1940) 
らマルコーニ（伊、 GuglielmoMarconi 1874-
193'7＼)-
(1867-1948) に
れた1897年（明冶30年）が始まりとさ
れる。
したコヒーラ
Detector)を応用し
が、松代松之助
1 -2 日
。加
取り寄せたが、
88- 2005年 5月
されて商談は成立せず日本独自
ることになった。
(*10) 
1900年（明冶33年） 2月、
1938)な
された。
(*11) 
松代松之助
゜
修好通商条約批
｀ -4しい-J、リ I升圧1派自ユ1日部cil1
内を逹成して1902年（明i・
ヤ廿hI十誹居l吾宕1ー雑且旱） ヤ
0 
遣した。
1 -3 
（付図 1) （付図
(*12) (*13) 
期の
代
く、
すべて輸入に頼らなければならなかった。
ヘ
-
）
）
 
t
 
り
っていないという自信と安心をもっ
て外波、木村は翌1902年（明冶35年） 12月
した。
(*15)(*16) 
した。
日
送付した。
(*17) (*18) 
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-90 2005年 5月
n
り 5名、
る。（付
か4ヶ月前のことで
(*19) 
あった。 （巻頭グラビア図 6参照）
に心血を注いだのである。
1. 
以下、巻頭グラビア図11を併せて参照されたい
2-1 日本の国際通信用海底ケー
1870年 3
 
デンマーク
(Great Northern Telegraph Co.）は欧米
列強の後ろ盾を得て明冶新政府に圧力をかけ、
I 
国との海底ケーブルによる
ある。
(*22) 
日
(1852 
底ケー
である。
(*25) 
2-2 
ケーブル敷設船
1897年（明冶30
ーブルを開通
は台湾北部の淡水で、
した淡水～福州海底線に接続して
本土へ延び、福州
こうして日露戦争時にはロシア
ウラジオストック
と自由
内外軍事拠点を結んだ
と電信網
1894年（明治27年） 6月
れ、艦船との連絡、
日
(*28) 
いた。 （付表 2) （付図 5)
あ
同
の
本の岬、
*26) (*27) 
うになっていた。
はこ
くよ
これら
ケーブルは、
れて満州各地の陸軍部隊まで延び、
したが、これは海
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旱）こ輪入して
工
つ
2-3 海上監視網と地点番号
ロシア艦隊の行動を監視するため日
朝鮮海峡附近に哨戒区域を設定、
合拠点をアルファベ
た
た日本艦隊はス
ケジュールに従い日夜海上警戒にあたり、
旅順陥落によりロシアの旅
順艦隊・ウラジオ艦隊を撃滅して艦艇配備にゆ
とりが出来た後は、 1905年（明冶38年） 1月か
ど
してウラジオストックに向かう密輸船取
き、多数の民間商船を臨検拿捕し
信機の組み合わせで構成されていた。これは近
より鋭敏なコヒー
る事故を防ぐため
あった。
していて、
しておき、
と
ていた。
こ
った後、紙
れるよう
せるようになっていた。
れている艦もあった。
システムはまとめ
内に納められ送
され
まだ
っヰ マルコーニによりアンテナ
いたので、
のスペース、マス
た。
(*30) 
その後、
艦隊）
から
ロシア第二太半痒艦隊（バルチック
より、 1905年（明冶38年） 4月
向けて厳戒態勢を敷いた。
3. 
3-1 艦艇の無線艤装
（付表 1)。
（付図 7)
された。
3 -2 日
日
-92-
にも一部収録されている。
ま
（ 
ている。
2005年 5月
より
我 18 3地点二在リ」と
次い り
ン
と
午前10時35分：「今為セル信号ヲ取消ス」
したも
のと判明した。
(*38) (*39) 
は数日後にせまっ
となった。
備に向かった。
5月27日
186地点付
航
に
た。
5月27日 信濃丸バルチック艦隊発見、連合
艦隊出動
ろうとした刹那、濠気（もや）
り左舷にわたり約1500米以内
し
によりハルテッ
たのであった
_ (*40) 
゜
午前4時50分：「タタタ
地点203)
（モニ0三）」
クモノノ
如ヽン」
ノノ如
隊の無
） 
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送達紙なども
「ヒ
ヒヒ」（敵ハ対州東水道ヲ通過セントスルモノ
ノ如シ）が日本海海戦に関する
報となった
~ (*42) (*48) 
゜
ら，一
のため
ていた。
と し
5月27日午前 5時30分「台中丸」所属通信船
「千鳥丸」、艦隊出港用務のため旗艦「三笠」に
到着
(*46) 
゜
した
(*44) (*45) 
゜
ル」と
る
(*47) 
゜
このようにして日
されたのである。
以後、
た。
* 5月28日信濃丸再び「タタタタ
と
進した。
94- 2005年 5月
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図4-3：電報(1)
6 ← 
ニ出
シ〗
ら軍用海底
、そこから逓信
された。
図4-4:
電
□
[
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午前 6時37分北方に遁走、戦艦は損傷を受けた
~ (*40) 
「シソイ・ウエリーキー」と判明した 。
に戦闘旗を掲げ戦艦に接近する 午後 3時00分敵弾命中、大楢切断、前・後
された。
6時55分：大河内発「タタタタ（モ四五
六）「yrセ」（敵ノ第二艦隊見ユ456地点・
の通りである。
いる。
した。
3 -3 
そ
1904年
午後 1時33分
1905年（明冶38年）日
厳原～
～（陸線）～長崎～
(*49) 
゜ 5月27日
とよく混同されて
5時20分それぞれ
マスト切断、
5月28日
7時50分
8時25分
ぴ
「三六式」
命令の伝達が適切に行われ、
に張り巡らさ
されて日本を勝利
動力となった。
ト2脚機(Jソl＼ッス
ノ
る。
『日
(1950年） p.2
(*2) 無線百話出版委員会『無線百話』（クリ
エイト・クルーズ、 1997)p.63 
(*3) 
(1950年） p.6
(*4) 
-96-
(*5) 
(*6) 
(*7) 
(*8) 
(*9) 
(*10) 
(1951年）
(*11) 同
(*12) 
(*13) 
(*14) 
(1951年）
(*15) 同
(*16) 
エレクトロニクス
1979) p.19 
『日
エレクトロニクス
1979) p.41 
『日
(*17) 
(1951年） p.19
(*18) 
(*19) 
(*20) 
(*21) 
(1951年） p.13
(*22) 
(*23) 
(*24) 
p.473, p.502, p.558 
(*25) 
(*26) 
(*27) 
(*28) 
(*29) 
(*30) 
p
.
 日
(1940年）
クス
2005年 5月
史』
(*31) 
(*32) 
(*33) 
(*34) 同上、備考文書 P.13
(*35) 
(*36) 
(*37) 電波監理委員会『日
(1951年） p.28
(*38) 
(*39) 
(*40) 
M37-173 
(*41) 
(*42) 
(*43) 
(*44) 
(*45) 
(*46) 
(*47) 
(*49) 
(*50) 
p.184 
p.321, p.322 
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付図：
付図 1
付図 2
付図 3
付図 4
付図 5
付図 6
7
 
付表
付表 1
付表 2
3 
開戦当時に於る
ブル）
付図 1:「三四式」無線電信機（送信機）回路図
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付図 2:「三四式」 （受信機）回路図（出典同上）
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Abstract in English 
Battle of Tsushima Strait: 
From View of Information and Communications Technology N 
Big Bet on the Nation's Destiny : 
and Communication 
Haruhiko NAKAMURA 
Research Fellow, University of Electro Communications Historical Museum 
Japanese Development Process of Wireless 
Telegraph System 
Matsushiro, a notable engineer at the 
Ministry of Post, succeeded the experiment of 
the wireless telegraph in 1897. The Japanese 
Imperial Navy paid keen attention to the 
new equipment. In 1900 they organized so c 
alled "Development Committee". Matsushiro, 
Shunkichi Kimura from High School in 
Sendai, Tonami from the navy (the chair), etc 
joined as the members. In 1901 (Meiji 34), 
the committee made up so called the "34 
type" wireless system. The navy adopted it. 
However, some of the committee mem-
bers did not be fully satisfied the perform-
ance of the system. Then Tonami and 
Kimura visited Europe and US to look for 
new technology. While Lieutenant Yamamoto, 
one of crew of cruiser TAKASAGO happened 
to observe the wireless telegraph system of 
British navy in the Mediterranean on his 
voyage bound for Britain. 
In 1904, Kimura, applying these new techni-
cal knowledge, accomplished high performan 
ce "36 type." Admiral Togo recognized the 
importance of wireless telegraph, therefore, 
he equipped the system to the al of the war-
ships of his fleets. 
advance base of Japanese fleets, the Chinkai 
Bay -Honshu cable was connected to the 
communication ship TAICHU-MARU being 
moored in the Bay. So flagship MIKASA and 
Ministry of Navy could exchange telegrams 
at any moment. 
Watching System and Area Code on the 
Sea 
Not only patrolling on the Sea of Japan, 
but navy constructed so many observation 
towers on every island and cape around the 
Sea. Some of them was equipped with wire-
less station. And the Sea divided into small 
section, ID code was 
process. 
for information 
Wireless Operation by Japanese Fleets 
During the sea battles in 1904, Admiral 
Togo enacted rules in detail to utilize the 
wireless systems, therefore, his fleets could 
operate their systems most effectively at the 
battle of Tsushima Strait in 1905. The wire-
less operation during the Battle of Tsushima 
Strait had been fully recorded by Lieutenant 
E. Yamamoto on boarded Cruiser IZUMO. 
Submarine Cables for Military Use 
New military cables were laid between 
Y atsuura (West coast of Korea) and Sasebo 
(Kyushu) via Fumishima, and another one 
between Chinkai Bay (South coast of Korea) 
and Honshu via Tsushima. 
Because Chinkai Bay became the 
